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ＴＡＣ（漁獲可能量）制度の
課題と改善方向について

（「ＴＡＣ等の検討に関する有識者懇談会」の検討結果を踏まえて）

水産庁資源管理部管理課
資源管理推進室

加 藤 雅 丈課長補佐（ＴＡＣ班担当）



◇
…
昨
年
の
秋
急
激
に
襲
っ
た

「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
」
の
結

果
、
ア
メ
リ
カ
金
融
業
界
の
風
景

は
一
変
し
た
。
第
五
位
の
ベ
ア

ー
・
ス
タ
ー
ン
ズ
は
Ｊ
・
Ｐ
・
モ

ル
ガ
ン
・
チ
ェ
ー
ス
が
、
第
四
位

の
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
は
破
綻
後
に
野

村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
一
部
を
買
収
、
第

三
位
の
メ
リ
ル
リ
ン
チ
は
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・

ア
メ
リ
カ
に
、
第
一
位
の
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・

サ
ッ
ク
ス
、
第
二
位
ス
タ
ン
レ
ー
は
商
業
銀

行
へ
と
業
態
転
換
を
発
表
。
ア
メ
リ
カ
の
五

大
投
資
銀
行
は
僅
か
半
年
の
間
に
姿
を
消
し

た
。
一
つ
の
時
代
の
終
焉
を
告
げ
た
。

◇
…
日
本
の
上
場
会
社
も
無
残
な
姿
を
さ
ら

し
た
。
不
振
会
社
の
ト
ッ
プ
の
交
替
が
相
次

い
だ
。
特
に
目
に
つ
く
の
は
創
業
家
出
身
者

が
新
社
長
に
返
り
咲
い
た
こ
と
だ
。
世
界
的

大
企
業
の
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
豊
田
章
男
副
社

長
が
社
長
に
内
定
、ト
ヨ
タ
一
門
の
采
配
を
振

る
う
こ
と
に
な
っ
た
。
他
に
も
建
材
大
手
の

ト
ス
テ
ム
で
は
創
業
者
の
長
男
潮
田
洋
一
郎

会
長
が
社
長
を
兼
務
、陣
頭
指
揮
に
立
っ
た
。

◇
…
百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
金
融
危
機
の

中
、
創
業
家
が
も
て
は
や
さ
れ
る
の
は
日
本

精
神
の
源
流
を
改
め
て
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

日
本
の
社
会
は
聖
徳
太
子
以
来
、和
で
動
く
。

個
人
の
人
物
才
幹
よ
り
も

人
の
和

で

あ
る
。
徳
川
家
康
は
戦
乱
の
時
代
を
実
力

で
生
き
抜
い
て
き
た
。
し
か
し
、
彼
は
‘

実
力
の
時
代
は
人
間
を
幸
福
に
し
な
い
a

を
生
活
信
条
と
し
て
い
た
。「
馬
上
天
下
を

取
る
も
、
馬
上
天
下
を
治
む
べ
か
ら
ず
」

で
あ
る
。
治
め
る
も
の
は
つ
ま
り
‘
和
a

で
あ
る
と
い
う
。

◇
…
こ
ん
な
話
が
あ
る
。
二
代
将
軍
秀
忠

に
長
男
、
次
男
の
二
人
が
い
た
。
秀
忠
は

次
男
を
愛
し
て
い
た
。
長
男
の
保
育
係
で

あ
っ
た
春
日
局
は
心
配
し
て
家
康
に
注
進

に
及
ぶ
。
家
康
は
孫
の
顔
が
見
た
い
と
い

う
こ
と
で
江
戸
城
に
赴
く
。
秀
忠
は
別
段

の
意
図
も
な
く
二
人
を
一
緒
に
会
わ
せ
る
。

家
康
は
激
怒
し
「
長
男
は
将
軍
家
に
な
る

人
、
次
男
は
そ
れ
に
仕
え
る
立
場
で
あ
る
。

子
供
の
時
か
ら
区
別
し
な
い
で
ど
う
す
る
」

と
叱
っ
た
と
い
う
。

◇
…
徳
川
三
百
万
石
を
平
和
に
保
つ
た
め

に
は
長
男
を
立
て
家
の
安
泰
を
は
か
る
よ

り
他
に
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
徳
川
家
の
家

憲
で
あ
り
体
質
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
今
も

企
業
の
世
界
に
波
及
し
、
経
営
の
原
理
原

則
は

和

に
あ
る
。
創
業
家
を
盛
り
立

て
企
業
が
一
体
と
な
っ
て
難
場
面
を
乗
り

切
る
と
い
う
こ
と
か
。（
Ｋ
）

時事余聞

Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
は
平
成
九
年
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
か
ら
み
る
と
、
Ｔ

Ａ
Ｃ
対
象
魚
種
の
資
源
は
横
ば
い
又
は
増
加
の

傾
向
に
あ
っ
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

と
の
評
価
で
総
括
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
需

要
に
沿
っ
た
供
給
と
漁
業
経
営
の
安
定
に
も
貢

献
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
資
源
管
理
に

し
て
も
科
学
的
根
拠
に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
て
制
度
運
用
を
行
う
べ
き
だ
と
い
う
意
見

も
強
く
あ
る
よ
う
で
す
。
耳
な
れ
た
言
葉
で
す

が
、
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
あ
り
、
筆
者

に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
水
産
振
興
」
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九
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「
水
産
振
興
」
発
刊
の
趣
旨

日
本
漁
業
は
、
沿
岸
、
沖
合
、
そ
し
て
遠

洋
の
漁
業
と
い
わ
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
調
和
の
と
れ
た
振
興
が
あ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
る
の
で
、
そ
の
為
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
分
析
、
乃
至
振
興
施
策

の
必
要
性
を
、
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
坊

間
に
は
、
あ
ま
り
に
も
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す

る
、
い
わ
ゆ
る
利
益
代
表
的
見
解
が
横
行
し

す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
わ
が
国
民
経
済
の
な
か
に
お
け
る
日
本

漁
業
を
、
近
代
産
業
と
し
て
、
よ
り
発
展
振

興
さ
せ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
信
ず

る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
水
産
業
の

個
別
的
分
析
の
徹
底
に
つ
と
め
る
と
と
も
に

そ
の
総
合
的
視
点
か
ら
の
研
究
、
さ
ら
に
、

世
界
経
済
と
と
も
に
発
展
振
興
す
る
方
策
の

樹
立
に
一
層
精
進
を
加
え
る
こ
と
を
考
え
た

も
の
で
あ
る
。

こ
の
様
な
努
力
目
標
に
む
か
っ
て
わ
れ
わ

れ
の
調
査
研
究
事
業
を
発
足
さ
せ
た
次
第
で

冊
子
の
生
れ
た
処
以
、
ま
た
こ
れ
へ
の
奉
仕

の
、
さ
さ
や
か
な
表
わ
れ
で
あ
る
。

昭
和
四
十
二
年
七
月

財
団
法
人
　
東
京
水
産
振
興
会

（
題
字
は
井
野
碩
哉
元
会
長
）
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年
（
独
）
水
産
大
学
校
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画
課
長

こ
の
間
、
栽
培
漁
業
、
水
産
研

究
、
国
際
資
源
調
査
、
水
産
基

本
計
画
策
定
、
水
産
物
流
通
、

水
産
教
育
な
ど
の
企
画
調
整
業

務
等
に
従
事
。

〇
七
年
四
月
よ
り
水
産
庁
管
理

課
資
源
管
理
推
進
室
課
長
補
佐

（
Ｔ
Ａ
Ｃ
班
担
当
）



Ⅰ
　
は
じ
め
に

我
が
国
に
お
い
て
は
、
古
来
よ
り
様
々
な
方
法
に
よ
り
漁
業
生
産
が
行
わ
れ
海
の
恵
み
を
享
受
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
は
、
漁
業
関
係
者
の
相
互
理
解
と
協
力
に
基
づ
く
様
々
な
操
業
慣
行
や

操
業
秩
序
が
形
成
さ
れ
、
こ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
漁
業
法
を
は
じ
め
と
す
る
法
体
系
が
構
築
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

－　－1

Ｔ
Ａ
Ｃ
（
漁
獲
可
能
量
）
制
度
の

課
題
と
改
善
方
向
に
つ
い
て

（「
Ｔ
Ａ
Ｃ
等
の
検
討
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
会
」
の

検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
）

水
産
庁
資
源
管
理
部
管
理
課
　
資
源
管
理
推
進
室

加

藤

雅

丈

課
長
補
佐
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
班
担
当
）



－　－

一
　
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
の
概
要

Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
と
は
、
年
間
の
漁
獲
量
の
上
限
を
魚
種
別
に
定
め
、
大
臣
許
可
漁
業
の
種
類
別
あ
る

い
は
都
道
府
県
別
（
＝
知
事
許
可
漁
業
・
漁
業
権
漁
業
等
向
け
）
に
配
分
・
管
理
す
る
も
の
で
、

「
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、「
資
源
管
理
法
」
と
い
う
。）」
に
基
づ

き
平
成
九
年
一
月
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
数
量
は
、
生
物
学
的
許
容
漁
獲
量
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
等
の
対
象
資
源
の
科
学
的
知
見
を

基
礎
と
し
て
、
漁
業
の
経
営
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
設
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
手
順
（
二
〇
年
Ｔ

Ａ
Ｃ
設
定
ま
で
）
と
し
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
う
と
と
も
に
、
水
産
政
策
審
議
会
の
意

見
を
聴
い
て
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
「
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
基
本
計
画

（
以
下
、「
基
本
計
画
」
と
い
う
。）」
の
記
載
内
容
を
変
更
す
る
手
続
き
に
よ
り
措
置
さ
れ
ま
す
（
資

源
管
理
法
第
三
条
）（
参
考
１
）。
ま
た
、
基
本
計
画
に
は
、
五
か
年
程
度
の
中
期
的
な
管
理
方
針
を

魚
種
毎
に
定
め
て
お
り
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
設
定
は
こ
れ
に
則
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
参
考
２
）。

対
象
魚
種
は
、
七
魚
種
（
サ
ン
マ
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
、
マ
ア
ジ
、
マ
イ
ワ
シ
、
マ
サ
バ
及
び
ゴ
マ

サ
バ
、
ス
ル
メ
イ
カ
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
）
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
魚
種
は
、

①
　
採
捕
量
及
び
消
費
量
が
多
く
、
我
が
国
の
国
民
生
活
上
又
は
漁
業
上
重
要

②
　
資
源
状
態
が
悪
く
、
緊
急
に
漁
獲
可
能
量
に
よ
る
保
存
及
び
管
理
を
行
う
こ
と
が
必
要

3

毎
年
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
数
量
は
、
生
物
学
的

許
容
漁
獲
量
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
等
の
対
象

資
源
の
科
学
的
知
見
を
基
礎
と
し

て
、
漁
業
の
経
営
そ
の
他
の
事
情
を

勘
案
し
て
設
定

－　－

そ
の
よ
う
な
中
で
、
我
が
国
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
漁
獲
可
能
量
）
制
度
は
、
平
成
八
年
の
国
連
海
洋
法
条

約
の
批
准
・
発
効
を
踏
ま
え
て
平
成
九
年
か
ら
実
施
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
色
々
な
運
用
の
改
善
が
図
ら

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
一
〇
年
以
上
が
経
過
す
る
中
で
、
我
が
国
周
辺
水
域
に
お
け
る
水
産
資

源
管
理
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
水
産
基
本
計
画
（
平
成
一
九
年
三
月
閣
議
決
定
）
及
び
規
制

改
革
推
進
の
た
め
の
三
か
年
計
画
（
改
定
）（
平
成
二
〇
年
三
月
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
Ｔ
Ａ
Ｃ

制
度
及
び
関
連
事
項
に
関
す
る
検
討
課
題
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
水
産

庁
で
は
、
平
成
二
〇
年
四
月
よ
り
「
Ｔ
Ａ
Ｃ
等
の
検
討
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
会
（
座
長：

東
京
海

洋
大
学
桜
本
和
美
教
授
）（
以
下
、「
懇
談
会
」
と
い
う
。）」
を
開
催
し
、
七
回
に
わ
た
り
Ｔ
Ａ
Ｃ

（
漁
獲
可
能
量
）
制
度
の
運
用
の
あ
り
方
及
び
Ｉ
Ｑ
（
個
別
割
当
）
制
度
に
関
す
る
検
討
が
行
わ
れ
、

一
二
月
に
検
討
結
果
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
（「
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
の
課
題
と
改
善
方
向
及
び
（
譲

渡
性
）
個
別
割
当
方
式
に
つ
い
て
の
考
え
方
（
取
り
ま
と
め
）」（
以
下
、「
取
り
ま
と
め
」
と
い
う
））。

Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
運
用
の
担
当
者
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
の
「
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
の
課
題
と
改
善
方

向
」
に
つ
い
て
解
説
い
た
し
ま
す
。

Ⅱ
　
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
の
現
状

本
題
に
入
る
前
に
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
の
概
要
と
こ
れ
ま
で
の
運
用
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

2

七
回
に
わ
た
り
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
の
運
用

の
あ
り
方
及
び
Ｉ
Ｑ
制
度
に
関
す
る

検
討
が
行
わ
れ
、
一
二
月
に
検
討
結

果
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た



－　－5 －　－4

（
注
）
以
下
、
図
表
は
懇
談
会
資
料
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
。
デ
ー
タ
は
作
成
当
時
の
も
の
。



－　－

五
年
に
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
二
倍
以
内
を
目
安
に
す
る
な
ど
乖
離
の
縮
小
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
留
保

枠
に
つ
い
て
は
、
制
度
発
足
当
初
（
平
成
一
〇
年
）
か
ら
状
況
に
応
じ
て
設
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
一
七
年
か
ら
は
浮
魚
類
（
ま
あ
じ
、
ま
い
わ
し
、
さ
ば
類
）
で
「
調
整
枠
」
と
し
て
一
定
割
合

を
留
保
し
必
要
に
応
じ
期
中
に
追
加
配
分
す
る
こ
と
を
明
確
化
し
、
運
用
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。一

方
、「
強
制
規
定
の
適
用
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
我
が
国
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
に
は
、

「
日
中
・
日
韓
協
定
に
基
づ
く
暫
定
水
域
」
と
そ
れ
以
外
の
水
域
が
存
在
し
ま
す
。「
暫
定
水
域
」
に

分
布
す
る
資
源
に
つ
い
て
は
、
韓
中
漁
民
に
対
し
て
実
質
的
な
漁
獲
量
規
制
が
課
せ
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
我
が
国
漁
業
者
に
対
し
て
も
、「
暫
定
水
域
」
で
の
分
布
・
回
遊
が
想
定
さ
れ
る
マ
ア

ジ
、
マ
イ
ワ
シ
、
サ
バ
類
、
ス
ル
メ
イ
カ
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
五
魚
種
に
つ
い
て
、
資
源
管
理
法
に
基

づ
く
採
捕
停
止
命
令
等
の
強
制
規
定
（
七
〜
二
五
条；

以
下
、「
強
制
規
定
と
い
う
。」）
の
適
用
が

除
外
さ
れ
て
い
ま
す
。
制
度
発
足
当
初
は
七
魚
種
す
べ
て
に
つ
い
て
適
用
が
除
外
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
サ
ン
マ
及
び
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
に
つ
い
て
は
、
暫
定
水
域
で
の
分
布
・
回
遊
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ

ず
、
韓
中
漁
民
に
よ
る
採
捕
が
ほ
と
ん
ど
無
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
日
中
・
日
韓
漁
業
協

定
の
締
結
を
機
に
、平
成
一
三
年
よ
り
我
が
国
漁
業
者
に
対
し
て
強
制
規
定
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

7

五
魚
種
に
つ
い
て
、
資
源
管
理
法
に

基
づ
く
採
捕
停
止
命
令
等
の
強
制
規

定
の
適
用
が
除
外

－　－

③
　
我
が
国
周
辺
水
域
で
外
国
漁
船
に
よ
る
漁
獲
が
行
わ
れ
て
い
る

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
海
洋
生
物
資
源
で
あ
っ
て
、
漁
獲
可
能
量
を
決
定
す
る
に
足
る
だ
け
の
科

学
的
知
見
の
蓄
積
が
あ
る
も
の
で
、
政
令
に
よ
り
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
　
こ
れ
ま
で
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
の
運
用

Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
発
足
よ
り
最
近
（
二
〇
年
Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
）
ま
で
の
制
度
運
用
の
経
過
を
（
参
考
３
）

に
示
し
ま
す
。

ま
ず
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
の
期
間
（
管
理
期
間
）
に
つ
い
て
で
す
。
当
初
は
す
べ
て
の
魚
種
で
管
理
期

間
は
「
一
月
〜
一
二
月
」
で
し
た
が
、
そ
の
後
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、
サ
バ
類
で
見
直
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
秋
〜
年
末
は
（
例
え
ば
秋
サ
バ
の
）
盛
漁
期
・
需
要
期
に
当
た

る
の
で
す
が
、
こ
の
時
期
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
消
化
が
進
み
漁
獲
量
を
抑
制
す
る
状
況
と
な
れ
ば
漁
業
収
入

の
減
少
に
直
結
す
る
ほ
か
、
年
末
の
需
要
に
も
十
分
に
応
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
社
会
的
な
影

響
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、比
較
的
漁
獲
量
が
少
な
い
漁
期
の
切
れ
目
に
管
理
期
間
が
終
了
す
る
よ
う
、

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
（
四
〜
三
月
）、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
及
び
サ
バ
類
（
七
〜
六
月
）
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
に
当
た
り
、
科
学
的
知
見
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
等
）
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
漁
業
の
経
営

事
情
等
を
勘
案
す
る
こ
と
は
、
国
連
海
洋
法
条
約
及
び
資
源
管
理
法
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
す
が
、
恒
常
的
に
乖
離
幅
が
大
き
い
こ
と
は
資
源
管
理
上
好
ま
し
く
な
い
こ
と
か
ら
、
平
成
一

6

Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
の
期
間
は
、
ス
ケ
ト
ウ

ダ
ラ
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、
サ
バ
類
で
見

直
し
が
行
わ
れ
た



－　－

Ⅲ
　
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
の
課
題
と
改
善
方
向

以
下
、
懇
談
会
の
取
り
ま
と
め
を
基
に
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
の
課
題
と
改
善
方
向
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

一
　
我
が
国
資
源
管
理
に
お
け
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
の
役
割

（
一
）
各
種
資
源
管
理
手
法
と
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
と
の
関
係

資
源
管
理
に
は
い
く
つ
か
の
手
法
が
あ
り
ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、「
懇
談

会
取
り
ま
と
め
（
三
頁
）」
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
（
注：

取
り
ま
と
め
本
文

を
基
に
編
集
し
た
も
の
）。

資
源
管
理
の
手
法
に
は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
投
入
量
規
制
）、
テ
ク
ニ
カ
ル
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
（
技
術
的
規
制
）
及
び
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
産
出
量
規
制
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
））

が
あ
り
、
漁
業
法
、
資
源
管
理
法
等
に
基
づ
く
公
的
な
措
置
と
し
て
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、

こ
れ
ら
と
資
源
管
理
型
漁
業
、
資
源
回
復
計
画
等
の
漁
業
者
に
よ
る
取
組
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、

我
が
国
の
資
源
管
理
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
手
法
の
特
徴
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

9 －　－8

資
源
管
理
の
手
法
に
は
、
イ
ン
プ
ッ

ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
テ
ク
ニ
カ
ル
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
及
び
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
あ
る



－　－11 －　－

（
参
考
４
参
照
）

①
　
イ
ン
プ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
及
び
テ
ク
ニ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
＝
漁
獲
努
力
量
に
着
目
）

漁
業
法
に
基
づ
く
漁
業
許
可
制
度
を
中
心
と
し
て
、
漁
業
の
操
業
に
着
目
し
て
網
羅
的
・
魚
種

横
断
的
に
措
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
我
が
国
漁
業
に
お
い
て
資
源
管
理
に
か
か
る
規
制
の
基
本

と
な
っ
て
お
り
、
基
礎
的
で
長
期
的
な
規
制
の
実
施
に
適
し
て
い
ま
す
。
漁
船
の
隻
数
や
ト
ン
数

の
規
制
に
よ
り
努
力
量
を
一
定
の
範
囲
に
制
限
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
操
業
が
一
定
の
区
域
や
期
間

に
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
不
特
定
又
は
特
定
の
魚
種
の
保
護
や
成
長
段
階
（
小
型
魚
の
保
護

等
）
に
的
を
絞
っ
た
「
質
的
な
規
制
」
を
比
較
的
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
例
）（
イ
ン
プ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）

隻
数
、
ト
ン
数
、
隻
日
数
（
Ｔ
Ａ
Ｅ
）、
漁
具
・
漁
法
の
規
模
等
の
規
制

（
テ
ク
ニ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）

漁
期
、
漁
場
、
網
目
等
の
規
制

②
　
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
）

特
定
の
資
源
を
対
象
と
し
て
そ
の
漁
獲
量
の
上
限
を
設
定
し
管
理
す
る
手
法
で
す
。
当
該
資
源

に
つ
い
て
、
資
源
状
況
に
応
じ
、
機
動
的
・
直
接
的
に
管
理
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

制
度
運
用
に
際
し
て
は
、
魚
種
ご
と
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
や
そ
の
管
理
に
相
当
の
労
力
と
コ
ス
ト
を
要

10

我
が
国
漁
業
の
資
源
管
理
関
連
規
制

の
基
本
と
な
っ
て
い
る



－　－

す
る
と
と
も
に
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
に
足
る
科
学
的
知
見
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
漁
獲
の
集
中
に

よ
る
資
源
へ
の
悪
影
響
を
招
か
な
い
よ
う
、
漁
業
種
類
等
に
着
目
し
た
分
割
配
分
や
自
主
的
管
理
が

行
わ
れ
、
需
要
に
応
じ
た
供
給
と
漁
業
経
営
の
安
定
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

以
上
を
踏
ま
え
、「
懇
談
会
取
り
ま
と
め
（
三
〜
四
頁
）」
で
は
、「
資
源
管
理
手
法
の
特
徴
や
多

種
多
様
な
魚
種
を
多
く
の
漁
船
・
漁
業
者
が
利
用
す
る
と
い
う
我
が
国
漁
業
の
実
態
を
踏
ま
え
る

と
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
対
象
資
源
や
漁
業
の
特
徴
に
応
じ
適
切
な
管
理
手
法
を
用
い
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
許
可
制
等
を
中
心
と
す
る
イ
ン
プ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・

テ
ク
ニ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
ベ
ー
ス
と
し
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
制
と
と
も

に
、
資
源
管
理
の
一
手
法
と
し
て
個
別
資
源
に
お
け
る
必
要
性
、
導
入
の
効
果
と
コ
ス
ト
等
を
勘
案

し
つ
つ
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
　
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
の
評
価

Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
の
評
価
に
つ
い
て
、「
懇
談
会
取
り
ま
と
め
（
四
頁
）」
で
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
我
が
国
の
漁
業
生
産
量
は
、
長
期
的
に
み
る
と
、
マ
イ
ワ
シ
等
の
資
源
変
動
や
海
外
漁
業
の
縮

小
等
に
よ
っ
て
大
き
く
減
少
し
て
い
る
が
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
導
入
以
降
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
対
象
魚
種
の
資
源
状

13

需
要
に
応
じ
た
供
給
と
漁
業
経
営
の

安
定
に
貢
献

－　－12
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況
を
見
る
と
、
横
ば
い
又
は
増
加
傾
向
に
あ
る
魚
種
が
過
半
を
占
め
て
い
る
。

ま
た
、
漁
業
者
団
体
は
協
定
制
度
を
活
用
し
自
主
的
な
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
結
果
、

漁
業
者
に
資
源
管
理
意
識
の
高
ま
り
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
は
、
我
が
国
の
資

源
管
理
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
は
、
漁
獲
量
の
上
限
（
供
給
量
）
を
資
源
状
況
等
を
勘
案
し
て
決
定
す
る

こ
と
に
よ
り
、
当
該
魚
種
の
需
給
安
定
に
も
寄
与
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。」

〈
説
明
〉

（
参
考
５
）
の
グ
ラ
フ
で
は
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
対
象
魚
種
の
う
ち
、
資
源
量
推
定
が
行
わ
れ
て
い
る
一
五

系
群
の
資
源
量
の
推
移
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
が
開
始
さ
れ
た
九
七
年
か
ら
最
近
ま
で

と
を
比
べ
、
横
ば
い
又
は
増
加
し
て
い
る
の
は
九
魚
種
・
系
群
（
サ
ン
マ
、
マ
ア
ジ
（
対
馬
）、
ス

ル
メ
イ
カ
（
秋
季
・
冬
季
）、
マ
サ
バ
（
太
平
洋
）、
ゴ
マ
サ
バ
（
太
平
洋
・
東
シ
ナ
海
）、
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
（
太
平
洋
北
部
・
日
本
海
）、
減
少
し
て
い
る
の
は
五
系
群
（
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
（
太
平
洋
、
日

本
海
北
部
）、
マ
イ
ワ
シ
（
太
平
洋
、
対
馬
）、
マ
サ
バ
（
対
馬
））
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
配
分
量
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
団
体
が
協
定
に
基
づ
き
話
し
合
い
を
行
い
、

自
主
的
に
漁
獲
量
の
管
理
を
行
う
な
ど
、
資
源
管
理
意
識
の
高
ま
り
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
Ｔ

Ａ
Ｃ
制
度
で
漁
獲
量
の
上
限
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
年
間
の
漁
獲
量
が
一
定
の
範
囲
に
収
ま
り
、

結
果
と
し
て
需
給
の
安
定
に
も
貢
献
し
て
い
る
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

14

Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
は
、
我
が
国
の
資
源
管

理
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
き
て

い
る



－　－

三
　
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
の
課
題
と
改
善
方
向

（
一
）
資
源
評
価
及
び
生
物
学
的
許
容
漁
獲
量
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
に
つ
い
て

資
源
評
価
作
業
の
流
れ
は
、
①
調
査
船
や
漁
業
情
報
（
漁
獲
）
デ
ー
タ
の
収
集
（
魚
そ
の
も
の
及

び
水
温
等
の
生
息
環
境
情
報
）→

②
現
在
の
資
源
状
態
の
把
握
（
存
在
す
る
資
源
量
、
年
齢
構
成
等
）、

動
向
（
最
近
五
年
間
）
・
水
準
（
過
去
二
〇
年
以
上
の
間
）
の
判
断→

③
資
源
の
現
状
に
対
し
、
翌

年
以
降
の
当
才
魚
の
加
入
や
漁
獲
の
影
響
（
予
測
値
）
を
加
味
し
て
、
将
来
の
動
向
予
測
を
行
い
、

管
理
の
考
え
方
に
応
じ
た
生
物
学
的
許
容
漁
獲
量
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
を
算
定
、
と
い
う
手
順
に
な
り
ま
す
。

（
参
考
６
参
照
）

（
参
考
）
調
査
船
デ
ー
タ
と
漁
業
情
報

調
査
船
調
査
で
は
、
漁
業
情
報
に
比
べ
て
客
観
的
で
精
度
の
高
い
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
資
源
分
布
域
が
広
大
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
予
算
等
の
制
約
か
ら
調
査
海

域
や
時
期
は
限
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
カ
バ
ー
率
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
漁
業
情
報
は
、
漁
船
が
操
業
し
て
い
る
海
域
や
時
期
に
お
け
る
膨
大
な
デ
ー
タ
を
収
集
で

き
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
操
業
が
無
い
海
域
・
時
期
の
デ
ー
タ
は
集
ま
ら
な
い
、
調
査
船
よ

り
も
精
度
が
低
い
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て
も
、
資
源
評
価
計
算
の
中
で
、
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め

17 －　－16
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て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
調
査
船
デ
ー
タ
と
漁
業
デ
ー
タ
と
で
は
一
長
一
短
が
あ
り
ま
す
が
、
両
者

を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
下
、
項
目
ご
と
に
、
懇
談
会
取
り
ま
と
め
で
整
理
さ
れ
た
課
題
と
改
善
方
向
に
つ
い
て
、
順
に
説

明
し
ま
す
。

【「
懇
談
会
取
り
ま
と
め
」
の
抜
粋：

課
題
と
改
善
方
向
】

①
　
「
懇
談
会
取
り
ま
と
め
」
で
は
、
資
源
評
価
精
度
等
の
課
題
に
つ
い
て
、

「
ア
　
資
源
に
よ
り
評
価
に
利
用
で
き
る
情
報
の
質
・
量
は
様
々
で
あ
り
、
十
分
な
情
報
が
得

ら
れ
て
い
な
い
資
源
も
あ
る
こ
と
、
技
術
的
に
直
近
の
新
規
加
入
群
の
規
模
や
将
来
の
加
入
量

の
正
確
な
把
握
、
予
測
は
難
し
く
、
資
源
評
価
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
精
度
に
は
一
定
の
限
度
が
あ
る
こ

と
な
ど
、
資
源
管
理
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
科
学
的
根
拠
に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
な
が
ら
制
度
運
用
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
す
る
改
善
方
向
は
、

「
調
査
方
法
、
評
価
方
法
の
改
善
を
進
め
る
と
と
も
に
、
調
査
計
画
や
資
源
・
漁
獲
の
状
況
に

つ
い
て
漁
業
関
係
者
か
ら
意
見
・
情
報
を
聴
取
し
、
今
後
と
も
資
源
評
価
の
精
度
向
上
を
推
進

す
る
こ
と
。（
注：

ａ
（
以
下
、〈
説
明
〉
の
項
の
対
応
部
分
を
参
照
））
ま
た
、
資
源
の
将
来

予
測
等
に
は
精
度
の
限
界
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
一
定
の
ル
ー
ル
に
基
づ
き
、
資
源
の
再
評

19

資
源
管
理
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
の
科
学
的
根
拠
に
限
界
が
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
な
が
ら
制
度
運
用
を
行

う
こ
と
が
必
要

－　－18
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価
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
再
算
定
を
行
い
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
期
中
改
定
の
検
討
の
た
め
提
示
す
る
こ
と
。（
ｂ
）」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
説
明
〉

ａ

こ
れ
は
、
簡
単
に
言
う
と
、
資
源
の
状
態
（
海
の
中
の
こ
と
）
を
完
璧
に
把
握
す
る
こ
と
は
難

し
い
が
、
今
後
と
も
資
源
評
価
精
度
の
向
上
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、
資
源
調
査
の
み

な
ら
ず
、
海
に
出
て
毎
日
の
よ
う
に
資
源
（
魚
）
と
接
し
て
い
る
漁
業
者
の
現
場
感
覚
を
資
源
評

価
作
業
に
も
っ
と
活
用
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
趣
旨
で
す
。

ｂ

Ｔ
Ａ
Ｃ
は
、
そ
の
時
点
で
最
良
の
科
学
的
知
見
＝
資
源
評
価
結
果
に
基
づ
き
設
定
さ
れ
る
も
の

で
す
が
、
漁
獲
対
象
と
な
る
以
前
の
産
卵
状
況
や
稚
魚
の
発
生
状
況
の
把
握
が
難
し
い
こ
と
、
予

測
も
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
漁
期
中
の
資
源
状
況
が
当
初
予
測
と
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合

に
は
、
資
源
評
価
を
新
し
い
デ
ー
タ
に
よ
り
更
新
（
＝
再
評
価
）
し
Ｔ
Ａ
Ｃ
も
見
直
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
、
こ
れ
は
ル
ー
ル
化
し
て
透
明
性
を
確
保
す
べ
き
、
と
い
う
も
の
で
す
。（
参
考
７
参
照
）

②
　
ま
た
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
生
物
学
的
許
容
漁
獲
量
）
の
性
格
に
つ
い
て
の
課
題
は
、

「
イ
　
資
源
状
況
の
将
来
目
標
の
設
定
や
、
そ
の
実
現
を
図
る
た
め
の
期
間
の
設
定
に
よ
っ
て
、

算
定
さ
れ
る
値
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
性
格
に
つ
い
て
十
分
な
理

解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。」
と
し
て
い
ま
す
。

21

漁
業
者
の
現
場
感
覚
を
資
源
評
価
作

業
に
も
っ
と
活
用
す
べ
き
で
あ
る
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こ
れ
に
対
す
る
改
善
方
向
は
、

「
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
算
定
方
法
や
そ
の
特
性
に
つ
い
て
漁
業
者
な
ど
関
係
者
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、

資
源
評
価
や
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
者
の
参
加
の
下
に
、
公
開
の
場
で
の
説
明

や
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
。（
ａ
）
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
つ
い
て
は
資
源
管
理
の
目
標
や
期
間
の
設
定
に

よ
り
そ
の
値
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
各
設
定
条
件
に
応
じ
た
複
数
の
管
理
シ
ナ
リ
オ
に
よ
る
Ａ

Ｂ
Ｃ
を
算
定
し
、
中
期
的
な
管
理
目
標
を
踏
ま
え
た
Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
の
検
討
の
た
め
提
示
す
る
こ

と
。（
ｂ
）」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
説
明
〉

ａ

Ａ
Ｂ
Ｃ
は
、
資
源
回
復
の
目
標
や
期
間
設
定
な
ど
の
「
管
理
シ
ナ
リ
オ
」
に
よ
っ
て
値
が
異
な

る
も
の
（
例
え
ば
、
資
源
を
五
年
で
回
復
さ
せ
る
の
か
、
十
年
で
回
復
さ
せ
る
の
か
、
現
状
維
持

か
、
等
に
よ
り
異
な
る
）
で
あ
り
、
こ
う
し
た
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
性
格
に
つ
い
て
、
漁
業
者
な
ど
関
係
者

に
十
分
な
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
説
明
や
意
見
交
換
を
行
う
べ
き
、
と
い
う
も
の
で
す
。

ｂ
「
管
理
シ
ナ
リ
オ
」
に
よ
っ
て
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
値
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
、
複
数
の
シ
ナ
リ

オ
に
基
づ
く
複
数
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
算
定
し
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
設
定
に
供
す
べ
し
（
中
期
的
管
理
方
針
な
ど

を
勘
案
し
つ
つ
、
適
当
な
「
管
理
シ
ナ
リ
オ
」
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
ベ
ー
ス
に
用
い
る
べ
し
）
と
い
う
も

の
で
す
。（
参
考
８
参
照
）
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Ａ
Ｂ
Ｃ
の
性
格
に
つ
い
て
、
漁
業
者

な
ど
関
係
者
に
十
分
な
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
、
説
明
や
意
見
交
換
を
行

う
べ
き
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（
二
）
Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
の
あ
り
方

【「
懇
談
会
取
り
ま
と
め
」
の
抜
粋：

課
題
と
改
善
方
向
】

「
懇
談
会
取
り
ま
と
め
」
で
は
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
に
お
け
る
透
明
性
の
確
保
に
つ
い
て
、

「
ア
　
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
設
定
に
当
た
っ
て
、
そ
の
過
程
が
不
透
明
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
過
程
に
つ
い
て
、
よ
り
透
明
性
の
高
い
も
の
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。」
と
の
課
題
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
と
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
課
題
は
、

「
イ
　
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
漁
業
の
経
営
事
情
を
勘
案
す
る
こ
と
が
国
連
海
洋
法

条
約
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
大
き
く
上
回
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
設
定
は
一
般
に

は
わ
か
り
に
く
い
対
応
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
可
能
な
限
り
、
こ
れ
を
超
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。」
と
し
て
い
ま
す
。（
参
考
９
参
照
）

こ
れ
ら
の
課
題
の
う
ち
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
の
考
え
方
と
透
明
性
の
確
保
に
つ
い
て
の
改
善
方
向

は
、

「
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
設
定
に
際
し
て
は
、
漁
業
の
経
営
事
情
を
勘
案
し
つ
つ
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
可
能
な
限
り

超
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
関
係
漁
業
者
等
の
理
解
と
納
得
が
得
ら
れ
る
よ

う
透
明
性
の
高
い
形
で
議
論
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
設
定
段
階
に
お
い

25

Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
過
程
に
つ
い
て
、
よ
り

透
明
性
の
高
い
も
の
と
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か

－　－

③
　
さ
ら
に
、
十
分
な
情
報
が
不
足
し
て
い
る
場
合
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
算
定
の
課
題
は
、

「
ウ
　
資
源
が
著
し
く
悪
化
し
た
魚
種
や
外
国
水
域
が
主
た
る
生
息
域
と
な
っ
て
い
る
魚
種
に

つ
い
て
は
、
情
報
の
不
足
に
よ
り
適
切
な
資
源
評
価
が
難
し
く
、
十
分
な
科
学
的
根
拠
に
基
づ

く
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
算
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
な
い
か
。」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
す
る
改
善
方
向
は
、

「
資
源
状
況
が
著
し
く
悪
化
し
定
量
的
な
資
源
評
価
が
困
難
と
な
っ
た
魚
種
や
主
た
る
生
息
水

域
が
外
国
水
域
に
あ
る
魚
種
に
つ
い
て
は
、
資
源
状
況
の
把
握
自
体
が
難
し
く
、
十
分
な
科
学

的
根
拠
に
基
づ
い
た
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
算
定
が
困
難
な
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
際
に
は

定
性
的
な
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
。」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
説
明
〉

資
源
が
著
し
く
悪
化
し
た
魚
種
（
例：

ま
い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群
）
で
は
、
調
査
船
デ
ー
タ
や
漁

獲
デ
ー
タ
か
ら
十
分
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
外
国
水
域
が
主
な
生
息
域

と
な
っ
て
い
る
魚
種
に
つ
い
て
も
十
分
な
情
報
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
こ
う
し
た
場
合
に
は
、

十
分
な
精
度
で
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
算
定
が
困
難
で
あ
り
、
定
性
的
な
評
価
（
＝
資
源
の
状
態
を
踏
ま
え
た
管

理
の
方
向
性
等
）
を
行
う
べ
き
、
と
い
う
も
の
で
す
。

24

資
源
が
著
し
く
悪
化
し
た
魚
種
で

は
、
十
分
な
精
度
で
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
算
定

が
困
難
で
あ
り
、
定
性
的
な
評
価
を

行
う
べ
き



－　－

て
、漁
業
者
、加
工
流
通
業
者
な
ど
の
関
係
者
の
参
加
の
下
、公
開
で
議
論
を
行
う
こ
と（
ａ
）。」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
可
能
な
限
り
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
超
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
改
善
方

向
と
し
て
、

「
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
上
回
る
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
魚
群
の
分
布
状
況
等
に
応
じ
て
追
加
配

分
す
る
た
め
の
調
整
枠
の
設
定
が
あ
る
が
、
そ
の
設
定
枠
の
縮
小
を
図
る
と
と
も
に
、
調
整
枠

を
ど
の
程
度
利
用
す
る
か
は
予
測
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
当
初
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
内
枠
と
し
て
設
定
す

る
の
で
は
な
く
外
枠
と
し
て
設
定
す
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と
。
ま
た
、
追
加
配
分
を
行
う
場
合

の
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
。（
ｂ
）」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
説
明
〉

ａ

前
述
の
と
お
り
、
漁
業
の
経
営
事
情
等
を
勘
案
し
て
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
上
回
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
設
定
す
る
こ

と
は
、
資
源
管
理
法
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
資
源
が
適
切
に
管
理
さ
れ
た
と
し
て
も
、

漁
業
生
産
活
動
が
維
持
で
き
な
け
れ
ば
、
水
産
食
料
の
供
給
に
支
障
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
減
少
に
対
応
し
て
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
削
減
す
る
場
合
に
、
漁
業
経
営
へ
の
影
響
に
配
慮

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
一
方
で
、
恒
常
的
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
上
回
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
設
定
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
資
源
管
理
上
好
ま
し
く
な
い
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て
、「
懇
談
会
取
り
ま
と
め
」
で
は
、

「
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
可
能
な
限
り
超
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
設
定
す
べ
き
」、
と
さ
れ
て
い
ま

27

Ａ
Ｂ
Ｃ
の
減
少
に
対
応
し
て
Ｔ
Ａ
Ｃ

を
削
減
す
る
場
合
に
、
漁
業
経
営
へ

の
影
響
に
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要

－　－26



－　－29 －　－

す
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
設
定
数
量
に
つ
い
て
は
、
資
源
管
理
、
漁
業
経
営
、
需
要
者
へ
の

供
給
等
の
色
々
な
側
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
関
係
者
の
理
解
と
納
得
が
得
ら
れ
る
よ
う
」、「
漁

業
者
、
加
工
流
通
業
者
な
ど
の
関
係
者
の
参
加
の
下
、
公
開
で
議
論
を
行
う
こ
と
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

ｂ

Ｔ
Ａ
Ｃ
が
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
上
回
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
近
年
乖
離
の
縮
小
に
努
め
て
お
り
、
二

〇
年
漁
期
に
乖
離
が
あ
る
の
は
、
ま
あ
じ
、
ま
い
わ
し
、
さ
ば
類
、
す
け
と
う
だ
ら
の
四
魚
種
で
、

そ
の
主
な
要
因
は
、「
調
整
枠
」
の
設
定
に
よ
る
も
の
で
す
。（
参
考
９
及
び
10
参
照
）
こ
の
「
調

整
枠
」
は
、
漁
場
変
動
の
激
し
い
浮
魚
類
（
ま
あ
じ
、
さ
ば
類
、
ま
い
わ
し
。
県
別
の
漁
獲
量
を

み
る
と
、
年
に
よ
り
数
倍
程
度
変
動
す
る
こ
と
が
あ
る
）
で
は
、
過
去
の
漁
獲
実
績
比
率
に
基
づ

く
配
分
量
に
対
し
て
、
実
際
の
漁
場
形
成
の
状
況
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
調
整

を
行
う
た
め
の
留
保
枠
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
相
当
量
に
加
え
て
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
内
枠
に
設
定
し
て
い
た
も
の
で

す
。「
取
り
ま
と
め
」
で
は
、
こ
の
「
調
整
枠
」
を
「
外
枠
化
」
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
そ

の
後
の
検
討
に
よ
り
、
調
整
枠
は
廃
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
既
に
二
一
年
漁

期
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
設
定
し
た
ま
あ
じ
及
び
ま
い
わ
し
で
は
、当
初
Ｔ
Ａ
Ｃ
＝
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
漁
場
変
動
に
対
応
す
る
た
め
に
調
整
枠
に
代
わ
る
運
用
と
し
て
、
漁
期
中
に
追
加
配
分
が

必
要
と
な
る
数
量
を
加
え
て
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
改
定
す
る
こ
と
、
こ
の
場
合
、
漁
期
中
の
全
体
の
採
捕
量

見
込
み
が
当
初
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
＝
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
以
内
と
な
る
こ
と
を
目
安
に
追
加
配
分
を
行
う
こ
と
と
し
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「
取
り
ま
と
め
」
で
は
、
こ
の
「
調

整
枠
」
を
「
外
枠
化
」
す
べ
き
と
さ

れ
て
い
る



－　－

状
況
も
安
定
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
時
点
で
こ
れ
ら
魚
種
に
つ
い
て
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
を
追

加
し
て
実
施
す
べ
き
必
要
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。（
ｂ
）

今
後
と
も
、
こ
れ
ら
魚
種
を
含
め
、
科
学
的
知
見
の
集
積
に
努
め
る
と
と
も
に
、
資
源
の
特
性
等

を
踏
ま
え
つ
つ
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
対
象
魚
種
の
追
加
に
つ
い
て
は
継
続
的
に
検
討
す
る
こ
と
。」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

〈
説
明
〉

ａ

「
一
　
我
が
国
資
源
管
理
に
お
け
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
の
役
割
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
Ｔ

Ａ
Ｃ
管
理
は
資
源
管
理
の
一
手
法
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
効
果
と
コ
ス
ト
等
を
勘
案
し
つ
つ
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
適
当
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
は
、
個
別
資
源
の
特
性
等
に
応
じ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
手
法
の
中
か
ら
組
み
合
わ
せ
て
活
用
す
べ
き
、
と
い
う
も
の
で
す
。

ｂ

追
加
の
検
討
対
象
と
な
っ
た
魚
種
（
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
、
ホ
ッ
ケ
、
ブ
リ
、
マ
ダ
ラ
）
で
は
、

資
源
量
や
分
布
・
回
遊
生
態
、
漁
獲
の
影
響
等
が
良
く
わ
か
っ
て
い
な
い
な
ど
、
科
学
的
知
見
が

十
分
と
は
言
え
な
い
こ
と
、
資
源
水
準
は
総
じ
て
「
中
位
又
は
高
位
」
で
動
向
は
「
横
ば
い
又
は

増
加
」
で
あ
り
、
現
時
点
で
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
対
象
魚
種
と
す
る
必
要
性
は
低
い
と
さ
れ
、
継
続
し
て
検

討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。（
参
考
11
参
照
）

②
　
ま
た
、
マ
サ
バ
と
ゴ
マ
サ
バ
に
つ
い
て
は
、
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Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
は
、
個
別
資
源
の
特
性

等
に
応
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
手
法
の

中
か
ら
組
み
合
わ
せ
て
活
用
す
べ
き

－　－

て
い
ま
す
。
こ
の
運
用
方
法
は
、
期
中
改
定
ル
ー
ル
に
含
め
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。）

（
三
）
対
象
魚
種
に
つ
い
て

【「
懇
談
会
取
り
ま
と
め
」
の
抜
粋：

課
題
と
改
善
方
向
】

①
　
対
象
魚
種
の
追
加
に
つ
い
て
、「
懇
談
会
取
り
ま
と
め
」
で
は
、

「
ア
　
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
は
、
我
が
国
の
資
源
管
理
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
の
対
象
魚
種
の
追
加
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
す
る
改
善
方
向
は
、

「
そ
も
そ
も
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
は
、
そ
の
実
施
の
条
件
や
関
係
漁
業
に
与
え
る
影
響
等
に
か
ん
が
み

る
と
、
す
べ
て
の
資
源
に
適
用
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
本
制
度
の
み
で
我
が
国
水
産

資
源
の
管
理
を
全
う
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
た
め
、
個
別
資
源
の
特
性
等
に
応
じ
て
、
許

可
制
度
等
に
よ
る
イ
ン
プ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
テ
ク
ニ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
資
源
回
復
計

画
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
等
の
中
か
ら
適
切
な
も
の
を
組
み
合
わ
せ
て
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。（
ａ
）

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
現
在
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
対
象
魚
種
に
次
い
で
採
捕
・
消
費
量
が
多
く
、
国

民
生
活
上
又
は
漁
業
上
重
要
な
魚
種
で
あ
る
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
、
ホ
ッ
ケ
、
ブ
リ
、
マ
ダ
ラ
に

つ
い
て
Ｔ
Ａ
Ｃ
対
象
魚
種
と
す
る
こ
と
の
適
否
を
検
討
し
た
が
、こ
れ
ら
の
魚
種
に
つ
い
て
は
、

Ｔ
Ａ
Ｃ
の
決
定
に
足
る
科
学
的
知
見
が
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
に
加
え
、
資
源
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Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
は
、
そ
の
実
施
の
条
件

や
関
係
漁
業
に
与
え
る
影
響
等
に
か

ん
が
み
る
と
、
す
べ
て
の
資
源
に
適

用
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、

本
制
度
の
み
で
我
が
国
水
産
資
源
の

管
理
を
全
う
す
る
こ
と
は
難
し
い
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分
け
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
制
度
運
用
に
必
要
な
精
度
で
種
ご
と
の
漁
獲
量
を
把
握
す
る
こ

と
は
困
難
な
状
況
と
い
え
ま
す
が
、
既
存
の
デ
ー
タ
等
を
管
理
に
活
用
で
き
な
い
か
、
検
討
す
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。（
参
考
12
参
照
）

③
一
方
、
系
群
毎
の
管
理
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
、

「
ウ
　
マ
イ
ワ
シ
や
マ
ア
ジ
等
に
つ
い
て
は
、
系
群
毎
に
資
源
評
価
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

資
源
の
管
理
も
系
群
毎
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
す
る
改
善
方
向
は
、

「
系
群
毎
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
に
つ
い
て
は
、
系
群
間
の
交
流
が
み
ら
れ
、
系
群
ご
と
の
漁
獲
量
の
把

握
も
難
し
い
こ
と
か
ら
現
時
点
で
は
難
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
実
態
を
踏
ま
え
検

討
す
る
こ
と
。」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
説
明
〉

「
系
群
」
と
は
、
同
種
の
中
で
も
分
布
域
や
産
卵
期
が
異
な
る
な
ど
生
物
学
的
な
特
徴
が
異
な
る

群
の
こ
と
で
、
独
立
し
て
管
理
す
る
こ
と
も
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ワ
シ
や
マ
ア
ジ
等
で
は
、

太
平
洋
系
群
（
黒
潮
系
）
と
対
馬
暖
流
系
群
（
東
シ
ナ
海
系
群
）
の
二
系
群
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ

ら
で
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
が
系
群
ご
と
に
算
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
も
別
々
に
設
定
・
管
理
す
べ

き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
論
点
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
東
西
の
二
系
群
は
、
そ
の
分
布

35

マ
イ
ワ
シ
や
マ
ア
ジ
等
に
つ
い
て

は
、
系
群
毎
に
資
源
評
価
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
資
源
の
管
理
も

系
群
毎
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か

－　－

「
イ
　
マ
サ
バ
と
ゴ
マ
サ
バ
は
種
が
異
な
り
、
資
源
状
況
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在

行
わ
れ
て
い
る
サ
バ
類
と
し
て
の
一
括
管
理
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。」
と
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
に
対
す
る
改
善
方
向
は
、

「
マ
サ
バ
と
ゴ
マ
サ
バ
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
農
林
水
産
統
計
の
統
計
情
報
を
収
集
し
て
い
る

主
要
四
三
市
場
の
う
ち
八
市
場
に
お
い
て
一
定
サ
イ
ズ
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
の
み
別
々
に
取

り
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
小
型
魚
に
つ
い
て
は
種
別
の
扱
い
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
そ
の

他
の
市
場
で
は
サ
イ
ズ
を
問
わ
ず
種
別
の
取
扱
い
は
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
種
別
に
扱

わ
れ
て
い
る
量
は
サ
バ
類
の
全
体
漁
獲
量
の
三
割
に
満
た
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
マ

サ
バ
と
ゴ
マ
サ
バ
に
つ
い
て
別
々
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
設
定
し
て
も
漁
獲
量
の
管
理
が
困
難
な
状
況
に

あ
り
、
種
別
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
が
難
し
い
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
管
理
措
置
の
評
価
の
た

め
、
今
後
、
入
手
可
能
な
デ
ー
タ
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
説
明
〉

例
え
ば
、
ま
き
網
漁
業
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
で
マ
サ
バ
と
ゴ
マ
サ
バ
は
同
時
に
漁
獲
さ
れ

て
い
ま
す
。
仮
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
種
毎
に
設
定
し
た
場
合
に
、
二
種
が
混
じ
っ
て
漁
獲
さ
れ
れ
ば
、
種
別

の
漁
獲
量
を
、
水
揚
げ
ご
と
、
漁
船
別
に
計
測
・
報
告
す
る
必
要
が
生
じ
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
に

は
、
両
種
は
小
型
魚
で
は
見
分
け
が
難
し
い
ほ
か
、
中
型
魚
以
上
で
あ
っ
て
も
市
場
で
ほ
と
ん
ど
仕

34

マ
サ
バ
と
ゴ
マ
サ
バ
に
つ
い
て
は
、

管
理
措
置
の
評
価
の
た
め
、
今
後
、

入
手
可
能
な
デ
ー
タ
の
活
用
に
つ
い

て
検
討
す
る



－　－

の
境
界
域
で
あ
る
薩
南
海
域
等
で
「
系
群
間
の
交
流
」
が
あ
り
、
漁
獲
物
が
ど
ち
ら
の
系
群
か
判
断

が
つ
か
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
た
め
、
系
群
別
の
漁
獲
量
の
把
握
等
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
管
理
が
困
難
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
四
）
漁
期
中
の
制
度
運
用
に
つ
い
て

【「
懇
談
会
取
り
ま
と
め
」
の
抜
粋：

課
題
と
改
善
方
向
】

①
　
「
懇
談
会
取
り
ま
と
め
」
で
は
、
漁
獲
量
の
管
理
に
つ
い
て
の
課
題
は
、

「
ア
　
漁
獲
実
績
が
Ｔ
Ａ
Ｃ
や
Ｔ
Ａ
Ｃ
配
分
量
を
超
過
し
た
事
例
が
み
ら
れ
、
こ
う
し
た
こ
と

を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
す
る
改
善
方
向
は
、

「
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
配
分
量
）
を
合
理
的
に
利
用
し
計
画
的
な
操
業
を
行
う
た
め
の
モ
デ
ル
を
作
成
し
、

漁
業
者
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
。（
ａ
）

ま
た
、
採
捕
状
況
の
把
握
に
つ
い
て
、
従
来
の
市
場
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
仕
組
み
は
客
観
性

や
コ
ス
ト
の
観
点
か
ら
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
必
要
な
場
合
に
は
現
地
で
の
調
査
を

行
う
こ
と
な
ど
に
よ
り
補
完
す
る
こ
と
。（
ｂ
）

さ
ら
に
、
配
分
枠
の
超
過
を
防
ぐ
た
め
、
必
要
に
応
じ
、
月
別
、
旬
別
、
漁
業
者
別
割
当
の

設
定
等
、
自
主
的
管
理
手
法
の
導
入
を
促
進
す
る
こ
と
。」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
ｂ
）
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漁
獲
実
績
が
Ｔ
Ａ
Ｃ
や
Ｔ
Ａ
Ｃ
配
分

量
を
超
過
し
た
事
例
が
み
ら
れ
、
こ

う
し
た
こ
と
を
未
然
に
防
止
す
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
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そ
の
他
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
期
間
等
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
の
運
用
に
あ
た
っ
て
必
要
な
見
直
し
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
す
る
改
善
方
向
は
、

「
資
源
評
価
精
度
の
限
界
を
踏
ま
え
た
対
応
と
し
て
、
資
源
再
評
価
を
含
め
た
Ｔ
Ａ
Ｃ
期
中
改

定
に
つ
い
て
、
資
源
再
評
価
を
実
施
す
べ
き
条
件
、
期
中
改
定
の
実
施
方
法
や
時
期
等
に
つ
い

て
ル
ー
ル
を
定
め
る
（
ａ
）
と
と
も
に
、
調
整
枠
に
つ
い
て
も
、
そ
の
配
分
方
法
に
つ
い
て
ル

ー
ル
を
定
め
る
こ
と
（
ｂ
）。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
の
期
間
、
時
期
等
に
つ
い

て
見
直
し
を
行
う
こ
と
。（
ｃ
）」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
説
明
〉

ａ

漁
期
開
始
後
、
資
源
の
状
況
が
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
算
定
時
の
想
定
と
異
な
っ
て
い
る
（
変
化
し
て
い
る
）

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
当
才
魚
の
発
生
量
の
予
測
が
非
常
に
難
し
い
こ
と
な
ど
か
ら
や
む

を
得
な
い
面
が
あ
り
、
従
来
よ
り
、
直
近
の
情
報
を
用
い
て
資
源
再
評
価
を
行
い
、
こ
の
結
果
に

よ
り
期
中
改
定
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
外
部
に

も
わ
か
り
や
す
い
ル
ー
ル
が
作
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、（
従
来
の
運
用
を
踏
ま
え
て
）

作
成
す
べ
き
、
と
い
う
も
の
で
す
。（
再
掲
、（
一
）
①
参
照
）

ｂ

「
調
整
枠
」
に
つ
い
て
は
（
二
）
で
述
べ
た
よ
う
に
廃
止
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
代
わ
る
運

用
方
法
（
漁
場
変
動
に
対
応
す
る
配
分
量
の
調
整
）
に
つ
い
て
、
ル
ー
ル
化
す
べ
き
、
と
い
う
も
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外
部
に
も
わ
か
り
や
す
い
ル
ー
ル
を

作
成
す
べ
き

－　－

〈
説
明
〉

ａ

近
年
の
採
捕
量
を
超
過
し
た
事
例
に
関
し
、
配
分
量
以
内
に
適
切
に
管
理
す
る
た
め
に
は
、
年

間
を
通
じ
て
配
分
量
を
計
画
的
に
漁
獲
で
き
る
よ
う
に
漁
業
者
が
自
主
的
に
管
理
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
な
る
べ
く
、
価
値
の
高
い
時
期
に
漁
獲
す
る
一
方
、
水
揚
げ
が
集

中
す
れ
ば
価
格
は
低
下
し
ま
す
し
、
供
給
も
不
安
定
に
な
る
こ
と
か
ら
、
水
揚
げ
を
平
準
化
す
る

こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
漁
業
者
が
そ
う
し
た
計
画
的
な
操
業
方
法
の
検
討
を
行
う

際
に
役
立
つ
モ
デ
ル
作
り
を
す
べ
き
、
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
平
成
二
〇
年
度
予
算
措
置
に

よ
り
対
応
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ｂ

ま
た
、
現
在
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
採
捕
量
の
集
計
・
報
告
は
、
市
場
伝
票
を
ベ
ー
ス
と
し
て
月
毎
に
、
ま

た
漁
期
の
終
盤
に
は
旬
毎
の
報
告
が
基
本
と
な
り
、
さ
ら
に
、
消
化
率
が
高
く
な
っ
た
場
合
等
に

は
、
随
時
頻
度
を
上
げ
て
採
捕
状
況
の
把
握
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
方
法
は
妥
当
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
方
、
一
九
年
漁
期
に
は
、
さ
ば
類
で
、
大
臣
管
理
漁
業
に
つ
い
て
、
自

主
的
取
組
と
し
て
、
配
分
量
を
漁
期
を
通
じ
て
適
切
に
漁
獲
す
る
た
め
の
平
準
化
計
画
が
作
成
・

実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
取
組
を
促
進
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
　
漁
期
中
の
漁
場
形
成
等
に
応
じ
た
運
用
の
課
題
は
、

「
イ
　
漁
期
中
の
資
源
状
況
や
漁
場
形
成
の
状
況
を
踏
ま
え
た
期
中
改
定
、
調
整
枠
の
運
用
に

つ
い
て
、
ル
ー
ル
を
定
め
、
わ
か
り
や
す
い
も
の
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
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水
揚
げ
を
平
準
化
す
る
こ
と
も
求
め

ら
れ
る



－　－

源
評
価
会
議
及
び
全
国
資
源
評
価
会
議
を
開
催
、
併
せ
て
パ
ブ
リ
ッ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
実
施
し
て
お

り
、
加
え
て
個
別
の
資
源
に
つ
い
て
漁
業
関
係
者
の
意
見
聴
取
や
評
価
結
果
を
説
明
す
る
た
め
の
意

見
交
換
会
を
開
く
等
対
応
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
、
会
議
の
開
催
方
法
を
工
夫
す
る
な
ど
、

理
解
促
進
の
た
め
の
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

二
　
複
数
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
算
出

二
〇
年
度
資
源
評
価
作
業
（
二
〇
年
九
月
公
表
）
か
ら
、
複
数
の
異
な
る
シ
ナ
リ
オ
（
管
理
の
考

え
方
）
に
対
応
す
る
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
算
出
し
、
二
一
年
漁
期
Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
に
活
用
し
ま
し
た
。

三
　
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
算
定
が
困
難
な
場
合
の
定
性
的
な
評
価

主
た
る
生
息
水
域
が
外
国
水
域
に
あ
る
魚
種
で
あ
り
、
資
源
状
況
の
把
握
が
困
難
で
あ
る
ス
ケ
ト

ウ
ダ
ラ
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
南
部
・
根
室
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
系
群
・
北
海
道
西
部
系
群

及
び
資
源
が
低
位
水
準
に
あ
り
情
報
が
不
足
し
て
い
る
マ
イ
ワ
シ
対
馬
暖
流
系
群
に
つ
い
て
、
二
〇

年
度
資
源
評
価
作
業
に
お
い
て
、
定
性
的
な
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

41

今
後
も
、
会
議
の
開
催
方
法
を
工
夫

す
る
な
ど
、
理
解
促
進
の
た
め
の
取

組
を
強
化
す
る

－　－

の
で
す
。

ｃ

「
Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
の
期
間
・
時
期
等
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
、
サ
バ
、
ズ
ワ

イ
ガ
ニ
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
で
は
管
理
期
間
を
変
更
し
ま
し
た
が
、
今
後
、
他
の
魚
種
で
も
、
必
要

に
応
じ
て
見
直
し
を
行
う
こ
と
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
従
来
一
律
に
一
一
月
で
し

た
が
、
今
後
は
、
直
近
の
資
源
状
況
等
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
期

開
始
前
に
行
う
よ
う
に
見
直
し
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
も
の
で
す
。

Ⅳ
　
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
の
今
後
の
運
用
に
つ
い
て

「
懇
談
会
取
り
ま
と
め
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
昨
年
秋
以
降
、
随
時
制
度
運
用
に
反
映
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
現
段
階
（
平
成
二
一
年
三
月
時
点
）
で
の
対
応
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一

漁
業
関
係
者
か
ら
資
源
・
漁
獲
状
況
に
つ
い
て
意
見
聴
取
、

資
源
評
価
・
Ａ
Ｂ
Ｃ
算
定
に
つ
い
て
公
開
の
場
で
説
明

資
源
状
況
等
に
つ
い
て
の
漁
業
者
か
ら
の
意
見
聴
取
は
、
こ
れ
ま
で
も
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
さ
ら
に
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

資
源
評
価
・
Ａ
Ｂ
Ｃ
算
定
の
公
開
の
場
で
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
資
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Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

直
近
の
資
源
状
況
等
を
踏
ま
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

漁
期
開
始
前
に
行
う
よ
う
に
見
直
し

て
は
ど
う
か



－　－

分
量
の
調
整
、
主
た
る
生
息
水
域
が
外
国
水
域
に
あ
る
資
源
等
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
改
定
に
つ
い
て
、
ル
ー
ル

の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
各
魚
種
共
通
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
や
個
別
魚
種
の
手
続
き
を
作

成
す
る
予
定
で
す
。

七
　
Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
の
時
期
の
見
直
し

直
近
の
資
源
状
況
を
踏
ま
え
て
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
管
理
期
間
の
開
始
時

期
に
応
じ
て
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
設
定
時
期
を
見
直
し
ま
し
た
。

一
月
に
管
理
期
間
が
開
始
す
る
魚
種
（
サ
ン
マ
、
マ
ア
ジ
、
マ
イ
ワ
シ
、
ス
ル
メ
イ
カ
）
で
は
、

一
一
月
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
設
定
、
四
月
開
始
魚
種
（
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
）
で
は
二
月
に
、
ま
た
、
七
月
開
始

の
サ
バ
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
で
は
五
月
（
予
定
）
と
し
ま
し
た
。
な
お
、
サ
ン
マ
に
つ
い
て
は
、
管
理
期

間
は
一
月
開
始
な
の
で
一
一
月
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
全
体
）
数
量
を
設
定
し
ま
し
た
が
、
大
臣
管
理
漁
業
及

び
道
県
へ
の
配
分
に
つ
い
て
は
、
一
一
・
一
二
月
を
含
む
二
〇
年
漁
期
を
通
じ
た
漁
獲
状
況
や
需
給

状
況
を
踏
ま
え
て
二
月
に
数
量
配
分
の
手
続
き
を
行
い
ま
し
た
。

※
「
懇
談
会
」
関
連
資
料
を
は
じ
め
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
に
関
す
る
情
報
は
、
水
産
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
資
源
管
理
の
部
屋
（http://w

w
w
.jfa.m

aff.go.jp/suisin/index.htm
l

）」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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管
理
期
間
の
開
始
時
期
に
応
じ
て
Ｔ

Ａ
Ｃ
の
設
定
時
期
を
見
直
し

－　－

四
　
公
開
の
場
で
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
の
議
論

Ｔ
Ａ
Ｃ
案
に
つ
い
て
、
公
開
・
自
由
参
加
に
よ
り
意
見
交
換
を
行
う
「
Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
に
関
す
る
意

見
交
換
会
」
を
新
た
に
実
施
し
ま
し
た
。
二
〇
年
一
〇
月
に
「
ま
あ
じ
、
ま
い
わ
し
、
す
る
め
い
か

（
東
京
）」、
二
一
年
二
月
に
「
す
け
と
う
だ
ら
（
札
幌
）」
及
び
「
さ
ん
ま
（
東
京
）」
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
後
も
、
魚
種
毎
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
手
続
き
の
前
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

五
　
浮
魚
類
の
調
整
枠
の
廃
止

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
浮
魚
類
（
ま
あ
じ
、
ま
い
わ
し
、
さ
ば
類
）
の
「
調
整
枠
」
を
二
一
年
漁

期
か
ら
廃
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
既
に
二
一
年
漁
期
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
設
定
し
た
「
ま
あ
じ
」、「
ま
い

わ
し
」
に
つ
い
て
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
同
数
に
設
定
し
ま
し
た
。（「
調
整
枠
」
の
廃
止
に
代
わ
る

漁
場
変
動
に
対
応
す
る
配
分
量
調
整
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
次
項
六
に
よ
り
措
置
）

六
　
Ｔ
Ａ
Ｃ
期
中
改
定
ル
ー
ル
の
検
討

資
源
の
再
評
価
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
再
算
定
）
結
果
に
基
づ
く
Ｔ
Ａ
Ｃ
改
定
、
漁
場
変
動
に
対
応
す
る
配
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◇
…
昨
年
の
秋
急
激
に
襲
っ
た

「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
」
の
結

果
、
ア
メ
リ
カ
金
融
業
界
の
風
景

は
一
変
し
た
。
第
五
位
の
ベ
ア

ー
・
ス
タ
ー
ン
ズ
は
Ｊ
・
Ｐ
・
モ

ル
ガ
ン
・
チ
ェ
ー
ス
が
、
第
四
位

の
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
は
破
綻
後
に
野

村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
一
部
を
買
収
、
第

三
位
の
メ
リ
ル
リ
ン
チ
は
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・

ア
メ
リ
カ
に
、
第
一
位
の
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・

サ
ッ
ク
ス
、
第
二
位
ス
タ
ン
レ
ー
は
商
業
銀

行
へ
と
業
態
転
換
を
発
表
。
ア
メ
リ
カ
の
五

大
投
資
銀
行
は
僅
か
半
年
の
間
に
姿
を
消
し

た
。
一
つ
の
時
代
の
終
焉
を
告
げ
た
。

◇
…
日
本
の
上
場
会
社
も
無
残
な
姿
を
さ
ら

し
た
。
不
振
会
社
の
ト
ッ
プ
の
交
替
が
相
次

い
だ
。
特
に
目
に
つ
く
の
は
創
業
家
出
身
者

が
新
社
長
に
返
り
咲
い
た
こ
と
だ
。
世
界
的

大
企
業
の
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
豊
田
章
男
副
社

長
が
社
長
に
内
定
、ト
ヨ
タ
一
門
の
采
配
を
振

る
う
こ
と
に
な
っ
た
。
他
に
も
建
材
大
手
の

ト
ス
テ
ム
で
は
創
業
者
の
長
男
潮
田
洋
一
郎

会
長
が
社
長
を
兼
務
、陣
頭
指
揮
に
立
っ
た
。

◇
…
百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
金
融
危
機
の

中
、
創
業
家
が
も
て
は
や
さ
れ
る
の
は
日
本

精
神
の
源
流
を
改
め
て
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

日
本
の
社
会
は
聖
徳
太
子
以
来
、和
で
動
く
。

個
人
の
人
物
才
幹
よ
り
も

人
の
和

で

あ
る
。
徳
川
家
康
は
戦
乱
の
時
代
を
実
力

で
生
き
抜
い
て
き
た
。
し
か
し
、
彼
は
‘

実
力
の
時
代
は
人
間
を
幸
福
に
し
な
い
a

を
生
活
信
条
と
し
て
い
た
。「
馬
上
天
下
を

取
る
も
、
馬
上
天
下
を
治
む
べ
か
ら
ず
」

で
あ
る
。
治
め
る
も
の
は
つ
ま
り
‘
和
a

で
あ
る
と
い
う
。

◇
…
こ
ん
な
話
が
あ
る
。
二
代
将
軍
秀
忠

に
長
男
、
次
男
の
二
人
が
い
た
。
秀
忠
は

次
男
を
愛
し
て
い
た
。
長
男
の
保
育
係
で

あ
っ
た
春
日
局
は
心
配
し
て
家
康
に
注
進

に
及
ぶ
。
家
康
は
孫
の
顔
が
見
た
い
と
い

う
こ
と
で
江
戸
城
に
赴
く
。
秀
忠
は
別
段

の
意
図
も
な
く
二
人
を
一
緒
に
会
わ
せ
る
。

家
康
は
激
怒
し
「
長
男
は
将
軍
家
に
な
る

人
、
次
男
は
そ
れ
に
仕
え
る
立
場
で
あ
る
。

子
供
の
時
か
ら
区
別
し
な
い
で
ど
う
す
る
」

と
叱
っ
た
と
い
う
。

◇
…
徳
川
三
百
万
石
を
平
和
に
保
つ
た
め

に
は
長
男
を
立
て
家
の
安
泰
を
は
か
る
よ

り
他
に
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
徳
川
家
の
家

憲
で
あ
り
体
質
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
今
も

企
業
の
世
界
に
波
及
し
、
経
営
の
原
理
原

則
は

和

に
あ
る
。
創
業
家
を
盛
り
立

て
企
業
が
一
体
と
な
っ
て
難
場
面
を
乗
り

切
る
と
い
う
こ
と
か
。（
Ｋ
）

時事余聞

Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
は
平
成
九
年
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
か
ら
み
る
と
、
Ｔ

Ａ
Ｃ
対
象
魚
種
の
資
源
は
横
ば
い
又
は
増
加
の

傾
向
に
あ
っ
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

と
の
評
価
で
総
括
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
需

要
に
沿
っ
た
供
給
と
漁
業
経
営
の
安
定
に
も
貢

献
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
資
源
管
理
に

し
て
も
科
学
的
根
拠
に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
て
制
度
運
用
を
行
う
べ
き
だ
と
い
う
意
見

も
強
く
あ
る
よ
う
で
す
。
耳
な
れ
た
言
葉
で
す

が
、
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
あ
り
、
筆
者

に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
水
産
振
興
」

第
四
九
六
号

平
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非
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東
京
水
産
会
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京
水
産
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興
会
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刷
所
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連
合
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刷
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タ
ー
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話
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五
三
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を
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URL  http://www.suisan-shinkou.or.jp/

「
水
産
振
興
」
発
刊
の
趣
旨

日
本
漁
業
は
、
沿
岸
、
沖
合
、
そ
し
て
遠

洋
の
漁
業
と
い
わ
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
調
和
の
と
れ
た
振
興
が
あ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
る
の
で
、
そ
の
為
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
分
析
、
乃
至
振
興
施
策

の
必
要
性
を
、
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
坊

間
に
は
、
あ
ま
り
に
も
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す

る
、
い
わ
ゆ
る
利
益
代
表
的
見
解
が
横
行
し

す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
わ
が
国
民
経
済
の
な
か
に
お
け
る
日
本

漁
業
を
、
近
代
産
業
と
し
て
、
よ
り
発
展
振

興
さ
せ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
信
ず

る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
水
産
業
の

個
別
的
分
析
の
徹
底
に
つ
と
め
る
と
と
も
に

そ
の
総
合
的
視
点
か
ら
の
研
究
、
さ
ら
に
、

世
界
経
済
と
と
も
に
発
展
振
興
す
る
方
策
の

樹
立
に
一
層
精
進
を
加
え
る
こ
と
を
考
え
た

も
の
で
あ
る
。

こ
の
様
な
努
力
目
標
に
む
か
っ
て
わ
れ
わ

れ
の
調
査
研
究
事
業
を
発
足
さ
せ
た
次
第
で

冊
子
の
生
れ
た
処
以
、
ま
た
こ
れ
へ
の
奉
仕

の
、
さ
さ
や
か
な
表
わ
れ
で
あ
る
。

昭
和
四
十
二
年
七
月

財
団
法
人
　
東
京
水
産
振
興
会

（
題
字
は
井
野
碩
哉
元
会
長
）

目
　
　
次
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Ｃ
（
漁
獲
可
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）
制
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改
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（「
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Ａ
Ｃ
等
の
検
討
に
関
す
る
有
識
者
懇
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会
」
の

検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
）
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時
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▽
一
九
六
五
年
生
ま
れ
（
神
奈
川

県
出
身
）

一
九
八
八
年
東
京
水
産
大
学
水

産
学
部
卒
業
、
水
産
庁
入
庁

九
八
年
漁
場
資
源
課
課
長
補
佐

（
国
際
資
源
班
担
当
）

〇
四
年
（
独
）
水
産
大
学
校
企

画
課
長

こ
の
間
、
栽
培
漁
業
、
水
産
研

究
、
国
際
資
源
調
査
、
水
産
基

本
計
画
策
定
、
水
産
物
流
通
、

水
産
教
育
な
ど
の
企
画
調
整
業

務
等
に
従
事
。

〇
七
年
四
月
よ
り
水
産
庁
管
理

課
資
源
管
理
推
進
室
課
長
補
佐

（
Ｔ
Ａ
Ｃ
班
担
当
）
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